
 

 

 

 

 
【写真左上】元男性保育士が伝える「保育のお仕事」    【写真右上】緩和ケアについて、看取りケアについて 

【写真左下】金沢大学融合学域入試説明会＆ランチミーティング    【写真右下】教育的遺伝子組み換え実験 

職業を知り、人生を哲学し、学問を探究する 
今月の GSPでは金沢大学の理工学域と融合学域において、特別な選抜方式につい

ての説明会が開催されて、本校から 30名近い生徒が参加しました。両学域ともランチ

が準備され、教授や学生と打ち解けた雰囲気の中で貴重な情報を入手することができ

たようです。校内でも医療や理学、法学や経営学に加え生成 AIなど専門性の高い講

座が展開され、生徒たちは自分の学問適性について真剣に考えている様子でした。 

 

【今月の注目講座】 

生と死について考える 
-デスカフェを体験しよう- 

 日本ではタブー視されがちで、日

常会話の中でなかなか登場しない

のが「死」です。その「死」についてカ

ジュアルに話せる場がデスカフェであ

り、今回は石川県立看護大学か

ら講師を招き、石川グリーフケアの

会にも協力を賜りながら講座が実

施されました。 

 参加生徒の感想には「死につい

て考える機会はなかなか無いので

貴重な体験ができて良かった。班

に別れての活動で他の人の意見を

聞いて自分に無かった視点を得ら

れた。終わりを明確に意識すること

で人生の選択肢は思っているより

も多いことに気づき、今をより有意

義に過ごそうと思えたので忘れずに

生きていきたい」というものがありまし

た。この経験は自分の人生にとって

プラスになり、社会に出て医療や福

祉の道で活躍する際にも生かされ

るものになるはずです。 
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【GSPを受講した生徒の感想】 

◇生成 AIの仕組みを今までよく知らずに使

っていたが、膨大な情報を集め組み合わせ

ることで結果を出しているとわかった。最近画

像生成 AIの著作権がよく話題になっている

が、誰にでも作れるようなプロンプトでなけれ

ば認められる可能性もあるのだと分かった。

全てを AIに頼ることなく自分の能力をより発

揮できる使い方をしていきたい。 

[生成 AIの仕組み] 

 

◇マーケティングという言葉の意味がちゃんと

わかった。自分からではなく相手から好意を

もたれ、行動してもらうには自分の弱点と強

み、機会、脅威をうまくかけあわせることが大

切であるとわかったし、これを活かせば人間

関係以外にも将来仕事に役立つと思ったの

でとても有意義な時間だった。 

[ドキドキ！恋のマーケティング大作戦] 

◇講義を受ける前は何かの植物とかを使っ

て実験すると思ってたけど、自分の髪の毛を

使って実験すると聞いて、すごくわくわくしまし

た。自分のアルコールに対する耐性を知れる

のは少し楽しみです。 

[教育的遺伝子組み換え実験] 

◇有名な機関にお勤めされていらっしゃった

講師から様々な経験をお聞きして、グローバ

ルな社会の中で必要とされるグローバルな人

材について学ぶことができ、大変貴重な経

験となりました。[英語と国際理解] 


